
　
平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分
よ

り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
と

し
て
、
割
引
額
の
よ
り
大
き
な
２
年
前

納
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

〈
２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割
引

　
と
な
り
ま
す
。

②
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の
社

　
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
口
座
振
替
を
ご
利
用
す
る
こ
と
に
よ

　
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

　
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
ご
利
用

が
可
能
で
す
。

　
お
申
込
み
期
限
は
２
月
末
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
千
葉
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
千
葉
年
金
事
務
所

☎
０
４
３
（
２
４
２
）
６
３
２
０

　
市
で
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
学
校

給
食
費
を
改
定
し
ま
す
。

○
小
学
校

（
現
　
行
）
４
０
０
０
円
／
月
　

（
改
定
後
）
４
６
０
０
円
／
月

一
食
あ
た
り
　
現
　
行
　
２
４
０
円

　
　
　
〃
　
　
改
定
後
　
２
７
０
円

○
中
学
校

（
現
　
行
）
４
３
０
０
円
／
月
　

（
改
定
後
）
５
２
０
０
円
／
月

一
食
あ
た
り
　
現
　
行
　
２
６
０
円

　
　
　
〃
　
　
改
定
後
　
３
１
０
円

　
３
月
分
の
給
食
費
は
、
年
間
の
食
数
に

よ
っ
て
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

問
　
成
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
（82）
２
０
１
５

募
集
期
間
　
２
月
７
日
㈮
〜
３
月
11
日
㈫

　※

郵
送
の
場
合
　
３
月
11
日
必
着

応
募
方
法

「
山
武
市
自
転
車
等
駐
車
場
利
用
登
録
申
請
書
」

に
記
入
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送

・
電
話
で
の
申
請
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

・
利
用
登
録
申
請
書
は
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

㈱
山
武
営
業
所
、
成
東
・
日
向
駅
の
各
自
転
車

等
駐
車
場
に
あ
り
ま
す
（
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
で
す
）。

・
利
用
申
請
は
１
人
一
台
に
限
り
ま
す
。

・
学
生
の
方
は
、
学
生
証
ま
た
は
入
学
許
可
候
補

内
定
通
知
等
の
写
し
を
添
付
。

提
出
先

　
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
山
武
営
業
所

　
成
東
・
日
向
駅
の
各
自
転
車
駐
車
場

利
用
の
承
認
等

　
利
用
申
請
が
収
容
台
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
（
抽
選
の
結
果
は
、
利
用
申
請

を
行
っ
た
全
て
の
方
に
通
知
し
ま
す
）

問
　
山
武
市
自
転
車
等
駐
車
場
指
定
管
理
者

・
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
山
武
営
業
所

　
〒
２
８
９‐

１
３
４
５

　
山
武
市
津
辺
２
８
４‐

２
　
㈱
鬼
島
商
会
方

☎
（８０）
１
０
５
１

・
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

☎
０
４
８
（
８
３
４
）
５
５
１
１

　http://w
w
w
.nem

-shiteikanri.jp/shisetsu/

　sam
m
u/

　
平
成
14
年
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
農
業
者
年
金
は
、
独
立
行
政
法
人
農

業
者
年
金
基
金
法
お
よ
び
関
係
法
令
に

よ
り
安
全
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
、

少
子
高
齢
化
に
強
い
積
立
方
式
（
確
定

拠
出
型
）
の
終
身
年
金
で
、
保
険
料
額

は
自
由
に
決
め
ら
れ
、
80
歳
ま
で
の
保

証
付
き
で
す
。

　
保
険
料
全
額
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
、

税
制
面
で
の
優
遇
措
置
、
意
欲
の
あ
る

担
い
手
に
は
政
策
支
援…

と
、
農
業
者

年
金
は
農
業
従
事
者
に
と
っ
て
、
老
後

の
心
強
い
味
方
で
す
。

①
加
入
要
件
　
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間
農
業
従

事
日
数
が
60
日
以
上
の
方
。
農
地
所

有
の
要
件
な
し
。

②
税
制
面
の
メ
リ
ッ
ト
　

　
納
め
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
。
保
険
料
年
額
24
万

円
・
課
税
対
象
所
得
２
０
０
万
円
の

場
合
（
税
率
20
％
）
４
万
８
０
０
０

円
の
節
税
に
！
　
ま
た
、
年
金
資
産

運
用
益
は
非
課
税
扱
い
、
将
来
受
け

取
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
（
65
歳
以
上
公
的
年
金
額
１
２
０

万
円
ま
で
は
全
額
控
除
）。

③
積
立
（
確
定
拠
出
型
）
方
式
の
年
金

　
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
決
ま
る
、
加
入
者
数
・
受
給
者
数

に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
制
度
。

④
保
険
料
額
は
自
由
　

　
毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
の
間
で
自
由
（
千
円
単

位
）
に
決
め
ら
れ
、
見
直
し
も
可
能
。

⑤
終
身
年
金
80
歳
ま
で
保
証

　
年
金
は
亡
く
な
る
ま
で
受
け
取
れ
ま

す
が
、
仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80

歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
80
歳

ま
で
の
受
給
予
定
額
（
老
齢
年
金
の

現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
。
後
述
政

策
支
援
は
除
く
）
を
遺
族
へ
支
給
。

⑥
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助

20
年
以
上
の
保
険
料
納
付
期
間
が
見

込
め
る
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者

な
ど
、
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
、
国

の
保
険
料
助
成
（
政
策
支
援
）
が
あ

り
ま
す
（
詳
し
い
条
件
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）。

〜
し
っ
か
り
積
み
立
て
、
が
っ
ち
り
サ

ポ
ー
ト
、
安
心
で
豊
か
な
老
後
を
〜

問
　
農
業
委
員
会
事
務
局☎

（80）
１
２
４
１

※

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
試
算
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.nounen.go.jp/

　
地
域
住
民
が
結
成
し
た
団
体
が
実
施

す
る
、
地
域
の
里
山
林
の
保
全
や
資
源

活
用
の
取
組
み
に
対
し
、
国
が
一
定
の

費
用
を
支
援
し
ま
す
（
森
林
・
山
村
多

面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金
）。

対
象
と
な
る
団
体
　
地
域
住
民
や
森
林

所
有
者
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

者
３
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

対
象
と
な
る
活
動

活
動
計
画
作
成…

現
地
の
状
況
調
査
、

計
画
作
成
の
た
め
の
話
し
合
い
な
ど

地
域
環
境
保
全…

景
観
を
維
持
す
る

た
め
の
活
動
、
侵
入
林
の
伐
採
・

除
去
活
動
な
ど

森
林
資
源
利
用…
集
落
周
辺
の
広
葉

樹
等
の
搬
出
活
動
な
ど

森
林
空
間
利
用…

森
林
環
境
教
育
、

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

機
材
や
資
材
の
整
備…

活
動
に
必
要

な
機
材
や
資
材
の
整
備

※

助
成
額
は
活
動
内
容
に
よ
り
異
な
る

対
象
と
な
る
森
林
　
森
林
経
営
計
画
や

森
林
施
業
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
活
動
団
体
と
森
林
所
有
者
で
利

用
協
定
を
結
ん
で
い
る
森
林

※

森
林
経
営
計
画
お
よ
び
森
林
施
業
計

画
と
は
、
森
林
所
有
者
な
ど
が
施
業

を
集
約
化
し
、
効
率
的
に
森
林
整
備

を
実
施
す
る
た
め
に
策
定
す
る
５
カ

年
の
計
画
で
す
。
な
お
、
活
動
内
容

に
よ
っ
て
は
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
森
林
で
も
交
付
金
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　
交
付
金
を
受
け
る
に
は
、
森
林
所
有

者
と
の
間
で
結
ん
だ
協
定
に
基
づ
き
３

カ
年
の
活
動
計
画
を
作
成
し
、
３
年
以

上
継
続
し
た
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
　
わ
が
ま
ち
活
性
課
バ
イ
オ
マ
ス
推

　
進
室
　
　
　
　
　
　
☎
（80）
１
２
１
３

　
２
月
17
日
㈪
か
ら
所
得
税
や
住
民
税
の

申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
に
こ
の
申
告
が
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
世
帯
の
中
に
、
申
告
を
し
て
い
な
い
方

が
い
る
と
、
適
正
な
給
付
や
国
保
税
の
減

額
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

に
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高

額
療
養
費
と
し
て
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
限
度
額
が
高
い
区
分
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
国
保
税
の
決
定
に
し
て
も
、
世
帯
の
所

得
の
合
計
（
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
と

世
帯
主
）
が
一
定
基
準
以
下
の
時
に
は
、

国
保
税
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

収
入
が
な
い
か
ら
と
申
告
を
し
な
い
と
き

と
、
申
告
を
し
た
と
き
と
で
は
税
額
が
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
に
は
平
成
25
年
分
の
所
得
税
や

住
民
税
の
申
告
の
お
知
ら
せ
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
２
年
前
納

（
口
座
振
替
）
が
始
ま
り
ま
す
！

平
成
26
年
度
有
料
自
転
車
等
駐
車
場
利
用
者
の
募
集

里
山
林
の
保
全
や
資
源
の
活
用
を

行
う
地
域
団
体
を
支
援
し
ま
す

忘
れ
ず
に
所
得
税
、住
民
税
の

申
告
を
し
ま
し
ょ
う

暮
ら
し
・
環
境

業

産

健
康
・
福
祉

国
保
ミ
ニ
ミ
ニ
話
⑱

給
食
費
を
改
定
し
ま
す

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

HP

HP
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名称（位置）
自転車 原動機付自転車及び普通自動二輪車

（１２５ｃｃ以下に限る）

駐車料金（１月につき１台） 収容台数 駐車料金（１月につき１台） 収容台数

成東駅前第１自転車等駐車場
（和田３９６番地６）

市内利用者 ３００円
（学生の場合 ２００円）
市外利用者 ６００円
（学生の場合 ４００円）

４００台 市内利用者 ４００円
（学生の場合 ３００円）
市外利用者 ８００円
（学生の場合 ６００円）

１０台

日向駅前第１自転車駐車場
（椎崎２６９番地７外）

台５６台１７２

成東駅前第２自転車等駐車場
（津辺２９６番地８）

市内利用者 ７００円
（学生の場合 ５００円）
市外利用者 １，４００円
（学生の場合１，０００円）

４５台

日向駅前第２自転車駐車場
（椎崎２９６番地５）

市内利用者 ５０円
市外利用者 １００円

１７０台
（※）

市内利用者 ５０円
市外利用者 １００円

１７０台
（※）

◆対象施設および利用料金 ※自転車・原動機付自転車合計台数



　
平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分
よ

り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
と

し
て
、
割
引
額
の
よ
り
大
き
な
２
年
前

納
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

〈
２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割
引

　
と
な
り
ま
す
。

②
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の
社

　
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
口
座
振
替
を
ご
利
用
す
る
こ
と
に
よ

　
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

　
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
ご
利
用

が
可
能
で
す
。

　
お
申
込
み
期
限
は
２
月
末
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
千
葉
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
千
葉
年
金
事
務
所

☎
０
４
３
（
２
４
２
）
６
３
２
０

　
市
で
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
学
校

給
食
費
を
改
定
し
ま
す
。

○
小
学
校

（
現
　
行
）
４
０
０
０
円
／
月
　

（
改
定
後
）
４
６
０
０
円
／
月

一
食
あ
た
り
　
現
　
行
　
２
４
０
円

　
　
　
〃
　
　
改
定
後
　
２
７
０
円

○
中
学
校

（
現
　
行
）
４
３
０
０
円
／
月
　

（
改
定
後
）
５
２
０
０
円
／
月

一
食
あ
た
り
　
現
　
行
　
２
６
０
円

　
　
　
〃
　
　
改
定
後
　
３
１
０
円

　
３
月
分
の
給
食
費
は
、
年
間
の
食
数
に

よ
っ
て
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

問
　
成
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
（82）
２
０
１
５

募
集
期
間
　
２
月
７
日
㈮
〜
３
月
11
日
㈫

　※

郵
送
の
場
合
　
３
月
11
日
必
着

応
募
方
法

「
山
武
市
自
転
車
等
駐
車
場
利
用
登
録
申
請
書
」

に
記
入
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送

・
電
話
で
の
申
請
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

・
利
用
登
録
申
請
書
は
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

㈱
山
武
営
業
所
、
成
東
・
日
向
駅
の
各
自
転
車

等
駐
車
場
に
あ
り
ま
す
（
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
で
す
）。

・
利
用
申
請
は
１
人
一
台
に
限
り
ま
す
。

・
学
生
の
方
は
、
学
生
証
ま
た
は
入
学
許
可
候
補

内
定
通
知
等
の
写
し
を
添
付
。

提
出
先

　
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
山
武
営
業
所

　
成
東
・
日
向
駅
の
各
自
転
車
駐
車
場

利
用
の
承
認
等

　
利
用
申
請
が
収
容
台
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
（
抽
選
の
結
果
は
、
利
用
申
請

を
行
っ
た
全
て
の
方
に
通
知
し
ま
す
）

問
　
山
武
市
自
転
車
等
駐
車
場
指
定
管
理
者

・
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
山
武
営
業
所

　
〒
２
８
９‐

１
３
４
５

　
山
武
市
津
辺
２
８
４‐

２
　
㈱
鬼
島
商
会
方

☎
（８０）
１
０
５
１

・
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

☎
０
４
８
（
８
３
４
）
５
５
１
１

　http://w
w
w
.nem

-shiteikanri.jp/shisetsu/

　sam
m
u/

　
平
成
14
年
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
農
業
者
年
金
は
、
独
立
行
政
法
人
農

業
者
年
金
基
金
法
お
よ
び
関
係
法
令
に

よ
り
安
全
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
、

少
子
高
齢
化
に
強
い
積
立
方
式
（
確
定

拠
出
型
）
の
終
身
年
金
で
、
保
険
料
額

は
自
由
に
決
め
ら
れ
、
80
歳
ま
で
の
保

証
付
き
で
す
。

　
保
険
料
全
額
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
、

税
制
面
で
の
優
遇
措
置
、
意
欲
の
あ
る

担
い
手
に
は
政
策
支
援…

と
、
農
業
者

年
金
は
農
業
従
事
者
に
と
っ
て
、
老
後

の
心
強
い
味
方
で
す
。

①
加
入
要
件
　
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間
農
業
従

事
日
数
が
60
日
以
上
の
方
。
農
地
所

有
の
要
件
な
し
。

②
税
制
面
の
メ
リ
ッ
ト
　

　
納
め
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
。
保
険
料
年
額
24
万

円
・
課
税
対
象
所
得
２
０
０
万
円
の

場
合
（
税
率
20
％
）
４
万
８
０
０
０

円
の
節
税
に
！
　
ま
た
、
年
金
資
産

運
用
益
は
非
課
税
扱
い
、
将
来
受
け

取
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
（
65
歳
以
上
公
的
年
金
額
１
２
０

万
円
ま
で
は
全
額
控
除
）。

③
積
立
（
確
定
拠
出
型
）
方
式
の
年
金

　
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
決
ま
る
、
加
入
者
数
・
受
給
者
数

に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
制
度
。

④
保
険
料
額
は
自
由
　

　
毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
の
間
で
自
由
（
千
円
単

位
）
に
決
め
ら
れ
、
見
直
し
も
可
能
。

⑤
終
身
年
金
80
歳
ま
で
保
証

　
年
金
は
亡
く
な
る
ま
で
受
け
取
れ
ま

す
が
、
仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80

歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
80
歳

ま
で
の
受
給
予
定
額
（
老
齢
年
金
の

現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
。
後
述
政

策
支
援
は
除
く
）
を
遺
族
へ
支
給
。

⑥
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助

20
年
以
上
の
保
険
料
納
付
期
間
が
見

込
め
る
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者

な
ど
、
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
、
国

の
保
険
料
助
成
（
政
策
支
援
）
が
あ

り
ま
す
（
詳
し
い
条
件
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）。

〜
し
っ
か
り
積
み
立
て
、
が
っ
ち
り
サ

ポ
ー
ト
、
安
心
で
豊
か
な
老
後
を
〜

問
　
農
業
委
員
会
事
務
局☎

（80）
１
２
４
１

※

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
試
算
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.nounen.go.jp/

　
地
域
住
民
が
結
成
し
た
団
体
が
実
施

す
る
、
地
域
の
里
山
林
の
保
全
や
資
源

活
用
の
取
組
み
に
対
し
、
国
が
一
定
の

費
用
を
支
援
し
ま
す
（
森
林
・
山
村
多

面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金
）。

対
象
と
な
る
団
体
　
地
域
住
民
や
森
林

所
有
者
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

者
３
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

対
象
と
な
る
活
動

活
動
計
画
作
成…

現
地
の
状
況
調
査
、

計
画
作
成
の
た
め
の
話
し
合
い
な
ど

地
域
環
境
保
全…

景
観
を
維
持
す
る

た
め
の
活
動
、
侵
入
林
の
伐
採
・

除
去
活
動
な
ど

森
林
資
源
利
用…

集
落
周
辺
の
広
葉

樹
等
の
搬
出
活
動
な
ど

森
林
空
間
利
用…

森
林
環
境
教
育
、

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

機
材
や
資
材
の
整
備…

活
動
に
必
要

な
機
材
や
資
材
の
整
備

※

助
成
額
は
活
動
内
容
に
よ
り
異
な
る

対
象
と
な
る
森
林
　
森
林
経
営
計
画
や

森
林
施
業
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
活
動
団
体
と
森
林
所
有
者
で
利

用
協
定
を
結
ん
で
い
る
森
林

※

森
林
経
営
計
画
お
よ
び
森
林
施
業
計

画
と
は
、
森
林
所
有
者
な
ど
が
施
業

を
集
約
化
し
、
効
率
的
に
森
林
整
備

を
実
施
す
る
た
め
に
策
定
す
る
５
カ

年
の
計
画
で
す
。
な
お
、
活
動
内
容

に
よ
っ
て
は
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
森
林
で
も
交
付
金
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　
交
付
金
を
受
け
る
に
は
、
森
林
所
有

者
と
の
間
で
結
ん
だ
協
定
に
基
づ
き
３

カ
年
の
活
動
計
画
を
作
成
し
、
３
年
以

上
継
続
し
た
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
　
わ
が
ま
ち
活
性
課
バ
イ
オ
マ
ス
推

　
進
室
　
　
　
　
　
　
☎
（80）
１
２
１
３

　
２
月
17
日
㈪
か
ら
所
得
税
や
住
民
税
の

申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
に
こ
の
申
告
が
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
世
帯
の
中
に
、
申
告
を
し
て
い
な
い
方

が
い
る
と
、
適
正
な
給
付
や
国
保
税
の
減

額
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

に
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高

額
療
養
費
と
し
て
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
限
度
額
が
高
い
区
分
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
国
保
税
の
決
定
に
し
て
も
、
世
帯
の
所

得
の
合
計
（
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
と

世
帯
主
）
が
一
定
基
準
以
下
の
時
に
は
、

国
保
税
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

収
入
が
な
い
か
ら
と
申
告
を
し
な
い
と
き

と
、
申
告
を
し
た
と
き
と
で
は
税
額
が
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
に
は
平
成
25
年
分
の
所
得
税
や

住
民
税
の
申
告
の
お
知
ら
せ
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
２
年
前
納

（
口
座
振
替
）
が
始
ま
り
ま
す
！

平
成
26
年
度
有
料
自
転
車
等
駐
車
場
利
用
者
の
募
集

里
山
林
の
保
全
や
資
源
の
活
用
を

行
う
地
域
団
体
を
支
援
し
ま
す

忘
れ
ず
に
所
得
税
、住
民
税
の

申
告
を
し
ま
し
ょ
う

暮
ら
し
・
環
境

業

産

健
康
・
福
祉

国
保
ミ
ニ
ミ
ニ
話
⑱

給
食
費
を
改
定
し
ま
す

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

HP

HP

11 広報さんむ2014. 月2 10広報さんむ
2014. 月2

名称（位置）
自転車 原動機付自転車及び普通自動二輪車

（１２５ｃｃ以下に限る）

駐車料金（１月につき１台） 収容台数 駐車料金（１月につき１台） 収容台数

成東駅前第１自転車等駐車場
（和田３９６番地６）

市内利用者 ３００円
（学生の場合 ２００円）
市外利用者 ６００円
（学生の場合 ４００円）

４００台 市内利用者 ４００円
（学生の場合 ３００円）
市外利用者 ８００円
（学生の場合 ６００円）

１０台

日向駅前第１自転車駐車場
（椎崎２６９番地７外）

台５６台１７２

成東駅前第２自転車等駐車場
（津辺２９６番地８）

市内利用者 ７００円
（学生の場合 ５００円）
市外利用者 １，４００円
（学生の場合１，０００円）

４５台

日向駅前第２自転車駐車場
（椎崎２９６番地５）

市内利用者 ５０円
市外利用者 １００円

１７０台
（※）

市内利用者 ５０円
市外利用者 １００円

１７０台
（※）

◆対象施設および利用料金 ※自転車・原動機付自転車合計台数



　
成
田
空
港
の
年
間
離
発
着
回
数
は
２

０
１
２
年
度
末
現
在
21
・
２
万
回
、
航

空
旅
客
数
は
３
３
４
３
万
人
を
数
え
、

35
か
国
３
地
域
98
都
市
、
国
内
11
都
市

を
結
ぶ
空
の
表
玄
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
空
港
で
は
２
０
１
４
年
度
末
ま
で
に
、

年
間
離
発
着
容
量
30
万
回
化
を
可
能
と

す
る
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
航

空
機
騒
音
は
、
音
の
大
き
な
大
型
機
か

ら
低
騒
音
型
の
中
小
型
機
へ
の
切
り
替

え
が
進
め
ら
れ
、
騒
音
の
レ
ベ
ル
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
成
田
空
港
の
運
用
状
況
や
航
空
機
騒

音
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
空
港
み
ら
い
対
策
室

☎
０
４
７
９

（80）
７
１
１
５

消
費
者
情
報

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）

で
ア
ダ
ル
ト
動
画
の
無
料
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン（
以
下
ア
プ
リ
）を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
動
画
を
見
た
ら
、『
ア
プ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
た
だ
ろ
う
。
50
万
円
支

払
え
』
と
ス
マ
ホ
に
料
金
請
求
の
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
際
は
、

ア
ダ
ル
ト
動
画
に
限
ら
ず
、
そ
の
ア

プ
リ
が
ス
マ
ホ
の
ど
の
情
報
に
ア
ク

セ
ス
す
る
か
を
示
す
「
ア
ク
セ
ス
許

可
」
画
面
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

・
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
で
も
、

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
し
、

不
安
な
場
合
は
山
武
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
山
武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
◆

相
談
専
用
電
話
　
　   

☎
(82)
８
４
５
３

日

　時
　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

（
２
月
12
日
は
開
設
し
、
11
日
は
開
設

し
ま
せ
ん
）

場

　所
　
山
武
市
役
所

　
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
急
速
な
発

展
に
よ
り
、
今
や
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
、
悪
意
を
持
っ

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
サ
ー
バ
ー
に
対
す

る
攻
撃
、
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

関
す
る
知
識
を
広
げ
て
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
基

本
ソ
フ
ト
や
各
種
ソ
フ
ト
を
含
め
、

常
に
最
新
の
状
態
に
保
つ

・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
容
易
に
推
測
で
き
な
い

も
の
で
、
他
人
に
は
知
ら
せ
な
い

・
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を

利
用
す
る
時
は
、「
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス

ワ
ー
ド※

」
を
利
用
す
る
こ
と

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
個
人
情
報
を
送
信

す
る
時
は
、
送
信
先
が
本
当
に
信
頼

で
き
る
か
、
よ
く
確
認
を
す
る
こ
と

※

ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
と
は

　
ア
ク
セ
ス
用
に
発
行
さ
れ
る
１
度
限

り
有
効
な
パ
ス
ワ
ー
ド

成
田
空
港
の
運
用
状
況

無
料
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で

50
万
円
請
求
！

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
「
山
武
日
向
テ

レ
ビ
中
継
局
」
は
、
１
月
30
日
か
ら
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。
受
信
可
能
エ
リ

ア
の
目
安
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
中
継
局
の
電
波
を
受
信
す
る
に
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
を
中
継
局
の

方
向
に
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、受
信
環
境
に
よ
り
、テ
レ
ビ
チ
ャ

ン
ネ
ル
再
設
定
や
ブ
ー
ス
タ
ー
の
調
整

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ア

ン
テ
ナ
工
事
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
電

器
店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
に
つ
い
て

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
０
５
７
０

（00）
３
４
３
４

　
　
関
東
総
合
通
信
局
放
送
部
放
送
課

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
４

「
山
武
日
向
テ
レ
ビ
中
継
局
」

１
月
30
日
放
送
開
始

２
月
は
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
」
で
す

　平成20年３月に策定した『山武市総合計画』に基づき、まちづくりのめざす姿を２８の施策と108 の基本事
業に体系化し、『山武市まちづくり報告書』として公開します。
　この『まちづくり報告書』は、計画の３要素である「何を」「いつまでに」「どこまで」進めていくのか、また、
進んでいるのか明確に示すために設定した 252 の「成果指標値」の推移から、前年度のまちづくりの達成
状況を市民の皆さまにお知らせするものです。
　『まちづくり報告書』は、市ホームページに掲載しているほか、市役所２階企画政策課、各出張所、各図
書館でも閲覧できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　企画政策課　☎(80)１１３２

『山武市まちづくり報告書』を公開『山武市まちづくり報告書』を公開『山武市まちづくり報告書』を公開

航空取扱量の推移 

項 目

発着回数 
  （万回） 

航空旅客数 
（万人） 

航空貨物量 
（万㌧） 

給油量 
（ｋ㍑） 

2004 年度 2006 年度 2008 年度 2010 年度 2012 年度 

18.7 9.1 19.1 19.1 21.2

3,512 3,534 3,265 3,252 3,343

230 222 188 207 192

589 570 521 468 467

測定局別騒音(うるささ指数)値の推移 

測定局

八 田

山 室

古 和

蕪 木

松 尾

上横地 ‐ ‐ 

木 戸

蓮 沼
※山武市内には、8 か所の騒音測定局があり、常時航空機騒音の測定をしています。 

2004 年度 2006 年度 2008 年度 2010 年度 2012 年度 

７５.０ ７４.４ ７３.５ ７１.８ ７１.６

６７.７ ６７.９ ６６.８ ６６.１ ６５.６

６５.５ ６４.３ ６３.４ ６３.０ ６２.８

６７.６ ６７.０ ６６.１ ６５.４ ６５.１

７０.５ ７０.３ ６９.２ ６７.７ ６７.２

６０.９ ５９.８ ５９.５

６６.２ ６５.７ ６５.０ ６３.３ ６３.２

７０.７ ７０.２ ６８.９ ６７.６ ６６.６

滑走路別離着陸状況（２０１２年度） 

離
陸

着
陸 計 比

率
離
陸

着
陸 計 比

率
離
陸

着
陸 計 比

率

項
目

空港北側 空港南側 合　　　　計

空港南側の離着陸機が山武市の上空を飛行しています。 

Ａ
滑
走
路
Ｂ
滑
走
路

合
　
計

51,993

5,986

57,979

18,447

29,695

48,142

70,440

35,681

106,121

33.22%

16.82%

50.04%

45,306

2,734

48,040

23,375

34,542

57,917

68,681

37,276

105,957

32.38%

17.58%

49.96%

97,299

8,720

106,019

41,822

64,237

106,059

139,121

72,957

212,078

65.60%

34.40%

100.00%

まちづくり報告書  [施策・基本事業評価] 

施策･基本事業の目標達成状況を成果指標で
把握し、その原因を分析・評価し今後の方向性を
検討します。

まちづくりの取組み方向 
●総合計画における
『まちづくり報告書』
の位置づけ 

 [事務事業評価] 

　 事務事業の活動内容や成果状況を把握し、
事業成果や施策･基本事業への貢献度から
事業の改善案を検討します。 

手段

手段

手段

目的

貢献

貢献

貢献

目的

目的

政策
（６）

施策（28）
政策現実のための手段

施策現実のための手段

基本事業の目的を現実するための
最も具体的な手段

基本事業（108）

事務事業

山武日向テレビ中継局 受信可能エリアのめやす

山武日向

テレビ中継局

測定年月日：平成26年１月６日　　天候：晴れ
測定年月日：平成25年１月７日　　天候：晴れ

　市では、東日本大震災による東京電力福島第一原
子力発電所の事故に伴う測定をしました。
　測定結果は、市ホームページ・市役所・各出張所
で公表しています。
　なお、ホームページ等の閲覧ができない方は環
境保全課までお問い合わせください。

測定機器名：
日立アロカメディカル社製 シンチレーション式サーベイメータ TCS-172B

（単位：マイクロシーベルト/時）

施　　設　　名 測定高
1.0m

測定高
50cm

成東地域（小中学校・こども園等・13ヵ所） 0.05～0.08 0.05～0.09

山武地域（小中学校・保育園等・11ヵ所） 0.05～0.07 0.05～0.07

蓮沼地域（小中学校・保育園等・3ヵ所） 0.05～0.06 0.05～0.06

松尾地域（小中学校・こども園等・6ヵ所） 0.05～0.10 0.05～0.11

さんぶの森公園 0.06 0.06

成東総合運動公園 0.07 0.07

蓮沼海浜公園 0.07 0.07

問　環境保全課　☎（80）１１６３

測定結果は、環境省が汚染状況重点調査地域の指定や除染実施計画を
策定する地域の要件としている毎時0.23マイクロシーベルトを下回っ
ています。
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成
田
空
港
の
年
間
離
発
着
回
数
は
２

０
１
２
年
度
末
現
在
21
・
２
万
回
、
航

空
旅
客
数
は
３
３
４
３
万
人
を
数
え
、

35
か
国
３
地
域
98
都
市
、
国
内
11
都
市

を
結
ぶ
空
の
表
玄
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
空
港
で
は
２
０
１
４
年
度
末
ま
で
に
、

年
間
離
発
着
容
量
30
万
回
化
を
可
能
と

す
る
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
航

空
機
騒
音
は
、
音
の
大
き
な
大
型
機
か

ら
低
騒
音
型
の
中
小
型
機
へ
の
切
り
替

え
が
進
め
ら
れ
、
騒
音
の
レ
ベ
ル
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
成
田
空
港
の
運
用
状
況
や
航
空
機
騒

音
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
空
港
み
ら
い
対
策
室

☎
０
４
７
９

（80）
７
１
１
５

消
費
者
情
報

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）

で
ア
ダ
ル
ト
動
画
の
無
料
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン（
以
下
ア
プ
リ
）を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
動
画
を
見
た
ら
、『
ア
プ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
た
だ
ろ
う
。
50
万
円
支

払
え
』
と
ス
マ
ホ
に
料
金
請
求
の
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
際
は
、

ア
ダ
ル
ト
動
画
に
限
ら
ず
、
そ
の
ア

プ
リ
が
ス
マ
ホ
の
ど
の
情
報
に
ア
ク

セ
ス
す
る
か
を
示
す
「
ア
ク
セ
ス
許

可
」
画
面
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

・
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
で
も
、

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
し
、

不
安
な
場
合
は
山
武
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
山
武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
◆

相
談
専
用
電
話
　
　   

☎
(82)
８
４
５
３

日

　時
　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

（
２
月
12
日
は
開
設
し
、
11
日
は
開
設

し
ま
せ
ん
）

場

　所
　
山
武
市
役
所

　
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
急
速
な
発

展
に
よ
り
、
今
や
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
、
悪
意
を
持
っ

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
サ
ー
バ
ー
に
対
す

る
攻
撃
、
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

関
す
る
知
識
を
広
げ
て
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
基

本
ソ
フ
ト
や
各
種
ソ
フ
ト
を
含
め
、

常
に
最
新
の
状
態
に
保
つ

・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
容
易
に
推
測
で
き
な
い

も
の
で
、
他
人
に
は
知
ら
せ
な
い

・
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を

利
用
す
る
時
は
、「
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス

ワ
ー
ド※

」
を
利
用
す
る
こ
と

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
個
人
情
報
を
送
信

す
る
時
は
、
送
信
先
が
本
当
に
信
頼

で
き
る
か
、
よ
く
確
認
を
す
る
こ
と

※

ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
と
は

　
ア
ク
セ
ス
用
に
発
行
さ
れ
る
１
度
限

り
有
効
な
パ
ス
ワ
ー
ド

成
田
空
港
の
運
用
状
況

無
料
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で

50
万
円
請
求
！

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
「
山
武
日
向
テ

レ
ビ
中
継
局
」
は
、
１
月
30
日
か
ら
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。
受
信
可
能
エ
リ

ア
の
目
安
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
中
継
局
の
電
波
を
受
信
す
る
に
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
を
中
継
局
の

方
向
に
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、受
信
環
境
に
よ
り
、テ
レ
ビ
チ
ャ

ン
ネ
ル
再
設
定
や
ブ
ー
ス
タ
ー
の
調
整

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ア

ン
テ
ナ
工
事
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
電

器
店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
に
つ
い
て

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
０
５
７
０

（00）
３
４
３
４

　
　
関
東
総
合
通
信
局
放
送
部
放
送
課

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
４

「
山
武
日
向
テ
レ
ビ
中
継
局
」

１
月
30
日
放
送
開
始

２
月
は
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
」
で
す

　平成20年３月に策定した『山武市総合計画』に基づき、まちづくりのめざす姿を２８の施策と108 の基本事
業に体系化し、『山武市まちづくり報告書』として公開します。
　この『まちづくり報告書』は、計画の３要素である「何を」「いつまでに」「どこまで」進めていくのか、また、
進んでいるのか明確に示すために設定した 252 の「成果指標値」の推移から、前年度のまちづくりの達成
状況を市民の皆さまにお知らせするものです。
　『まちづくり報告書』は、市ホームページに掲載しているほか、市役所２階企画政策課、各出張所、各図
書館でも閲覧できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　企画政策課　☎(80)１１３２

『山武市まちづくり報告書』を公開『山武市まちづくり報告書』を公開『山武市まちづくり報告書』を公開

航空取扱量の推移 

項 目

発着回数 
  （万回） 

航空旅客数 
（万人） 

航空貨物量 
（万㌧） 

給油量 
（ｋ㍑） 

2004 年度 2006 年度 2008 年度 2010 年度 2012 年度 

18.7 9.1 19.1 19.1 21.2

3,512 3,534 3,265 3,252 3,343

230 222 188 207 192

589 570 521 468 467

測定局別騒音(うるささ指数)値の推移 

測定局

八 田

山 室

古 和

蕪 木

松 尾

上横地 ‐ ‐ 

木 戸

蓮 沼
※山武市内には、8 か所の騒音測定局があり、常時航空機騒音の測定をしています。 

2004 年度 2006 年度 2008 年度 2010 年度 2012 年度 

７５.０ ７４.４ ７３.５ ７１.８ ７１.６

６７.７ ６７.９ ６６.８ ６６.１ ６５.６

６５.５ ６４.３ ６３.４ ６３.０ ６２.８

６７.６ ６７.０ ６６.１ ６５.４ ６５.１

７０.５ ７０.３ ６９.２ ６７.７ ６７.２

６０.９ ５９.８ ５９.５

６６.２ ６５.７ ６５.０ ６３.３ ６３.２

７０.７ ７０.２ ６８.９ ６７.６ ６６.６

滑走路別離着陸状況（２０１２年度） 

離
陸

着
陸 計 比

率
離
陸

着
陸 計 比

率
離
陸

着
陸 計 比

率

項
目

空港北側 空港南側 合　　　　計

空港南側の離着陸機が山武市の上空を飛行しています。 

Ａ
滑
走
路
Ｂ
滑
走
路

合
　
計

51,993

5,986

57,979

18,447

29,695

48,142

70,440

35,681

106,121

33.22%

16.82%

50.04%

45,306

2,734

48,040

23,375

34,542

57,917

68,681

37,276

105,957

32.38%

17.58%

49.96%

97,299

8,720

106,019

41,822

64,237

106,059

139,121

72,957

212,078

65.60%

34.40%

100.00%

まちづくり報告書  [施策・基本事業評価] 

施策･基本事業の目標達成状況を成果指標で
把握し、その原因を分析・評価し今後の方向性を
検討します。

まちづくりの取組み方向 
●総合計画における
『まちづくり報告書』
の位置づけ 

 [事務事業評価] 

　 事務事業の活動内容や成果状況を把握し、
事業成果や施策･基本事業への貢献度から
事業の改善案を検討します。 

手段

手段

手段

目的

貢献

貢献

貢献

目的

目的

政策
（６）

施策（28）
政策現実のための手段

施策現実のための手段

基本事業の目的を現実するための
最も具体的な手段

基本事業（108）

事務事業

山武日向テレビ中継局 受信可能エリアのめやす

山武日向

テレビ中継局

測定年月日：平成26年１月６日　　天候：晴れ
測定年月日：平成25年１月７日　　天候：晴れ

　市では、東日本大震災による東京電力福島第一原
子力発電所の事故に伴う測定をしました。
　測定結果は、市ホームページ・市役所・各出張所
で公表しています。
　なお、ホームページ等の閲覧ができない方は環
境保全課までお問い合わせください。

測定機器名：
日立アロカメディカル社製 シンチレーション式サーベイメータ TCS-172B

（単位：マイクロシーベルト/時）

施　　設　　名 測定高
1.0m

測定高
50cm

成東地域（小中学校・こども園等・13ヵ所） 0.05～0.08 0.05～0.09

山武地域（小中学校・保育園等・11ヵ所） 0.05～0.07 0.05～0.07

蓮沼地域（小中学校・保育園等・3ヵ所） 0.05～0.06 0.05～0.06

松尾地域（小中学校・こども園等・6ヵ所） 0.05～0.10 0.05～0.11

さんぶの森公園 0.06 0.06

成東総合運動公園 0.07 0.07

蓮沼海浜公園 0.07 0.07

問　環境保全課　☎（80）１１６３

測定結果は、環境省が汚染状況重点調査地域の指定や除染実施計画を
策定する地域の要件としている毎時0.23マイクロシーベルトを下回っ
ています。
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